
 

 

お 知 ら せ 

令和５年５月３０日 

東日本高速道路株式会社 

新潟支社 

 

 新潟県内の高速道路に関する 

令和４年度冬期の降雪状況等について 
 

 

 ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社（新潟市中央区）管内の降雪状況等（交通事故・通行止め）や寒波対応

について、報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度冬期のポイント 

①管内平均降雪量（令和４年１１月～令和５年３月）は、３６３ｃｍ。過去５年平均（平成２９年～令

和３年）と比較して約１割減少（▲３９ｃｍ）。 

②冬期（令和４年１１月～令和５年３月）の管内事故件数は、５８０件。過去５年平均（平成２９年～

令和３年）と比較して、約２割減少（▲１３４件）。 

③冬期（令和４年１１月～令和５年３月）の管内通行止め回数は、７４回。過去５年平均（平成２９

年～令和３年）と比較して、約２割減少（▲２１件）。 

④管内事故件数が減少した要因は、管内平均降雪量が減少したこと、計画的な雪氷対策作業・

冬季注意喚起広報の強化・視線誘導灯の増設などにより、事故に繋がるような状況が少なかった

ためと考えられます。 

⑤１月２４日から強い冬型の気圧配置となり、今冬一番の非常に強い寒気が流入し、大雪になりま

した。そのため、国土交通省北陸地方整備局等の関係機関と緊密に連携した上で、高速道路と直

轄国道の同時通行止め（上越地域にて最長１４時間）を行い、集中的に除雪作業を行いました。 

⑥当社グループにおいては、大雪時の往来の抑制を目的として、１月２３日から２６日まで来客窓

口や打ち合わせ等の一部業務を休止しました。 

視線誘導灯増設前の事故写真及び事故イメージ図  

  

視線誘導灯増設後 

 
ロールドガッター（雨水排水溝）

夜間・暴風雪時の積雪路面では路肩が見えづら

いため、タイヤが排水溝に落ちる事故が発生 



（１）降雪状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管内平均降雪量（令和４年１１月～令和５年３月）は、３６３ｃｍ。 

・過去５年平均（平成２９年～令和３年）と比較して約１割減少（▲３９ｃｍ）。 

・令和４年１２月及び令和５年１月の管内平均降雪量は、過去５年平均と比べ、 

約１割増加（１２月：△１４ｃｍ、１月：△６ｃｍ）。 

・令和５年２月の管内平均降雪量は、過去５年平均と比べ、約３割減少（▲４３ｃｍ）し、８７ｃｍ。 

・１２月及び１月の管内平均降雪量が増加した要因は、冬型の気圧配置が続き、寒気の影響を強

く受けたためと考えられます。 

・２月の管内平均降雪量が減少した要因は、冬型の気圧配置が続かずに、寒気の影響をあまり受

けなかったためと考えられます。 

 

集中降雪時（令和４年１２月）の状況 

 

ロータリー除雪車による車線確保作業状況 



（２）交通事故状況 

 

【参考 令和４年度通年事故発生状況】 

・冬期（令和４年１１月～令和５年３月）の管内事故件数※は、５８０件。 

・過去５年平均（平成２９年度～令和３年度）と比較して、約２割減少（▲１３４件）。 

・管内事故件数が減少した要因は、管内平均降雪量が減少したこと、計画的な雪氷対策作業・冬

季注意喚起広報の強化・視線誘導灯の増設などにより、事故に繋がるような状況が少なかったた

めと考えられます。 

・特に、令和５年２月の管内事故件数は、過去５年平均と比べ、約４割減少（▲７２件）し、９８件。 

※ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社調べ 
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令和4年度通年事故発生状況

令和４年度通年で見ると、冬期に事故が多く発生していることが分かります。 
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（３）通行止め状況 

 

（４）寒波対応について 

①令和４年１２月１８日～２０日 

・ＪＰＣＺ（日本海寒帯気団収束帯）発生の影響もあり、１２月１８日から２０日にかけて新潟県内では気

象予測を上回る大雪となりました。降雪が強まっていく中で、１８日夕方から同時多発的に発生した事

故により、高速道路では広範囲・長時間に及ぶ通行止めが発生しました。特に、長岡・柏崎周辺地域

では通行止め解除まで最長５２時間を要し、国道８号や国道１７号にて車両滞留が発生しました。 

 

②令和５年１月２４日～３０日 

・今冬一番の非常に強い寒気が流入する恐れがあったため、５機関共同（新潟地方気象台等）による

緊急発表を実施しました。 

・１月２４日から強い冬型の気圧配置となり、今冬一番の非常に強い寒気が流入し、大雪になりました。

そのため、国土交通省北陸地方整備局等の関係機関と緊密に連携した上で、高速道路と直轄国道
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・冬期（令和４年１１月～令和５年３月）の管内通行止め回数は、７４回。 

・過去５年平均（平成２９年～令和３年）と比較して、約２割減少（▲２１回）。 

・令和５年１月の管内平均降雪量は、過去５年平均と比べて増加。一方、管内通行止め回数は、

過去５年平均と比較して、約５割減少（▲２２回）し、１９回。 

・管内通行止めが減少した要因は、冬期間の広報強化により冬道に対する安全意識が高まったこ

とや、適時・適切な排雪作業をおこなったことで、車線を塞ぐなどの通行止めにつながる状況が少

なかったためと考えられます。 

 



の同時通行止め（上越地域にて最長１４時間）を実施しました。上越地域では時間最大１０ｃｍの降雪

となりましたが、関係機関と連携し、集中除雪を行いました。 

・新潟県内の広範囲で強い降雪が予測されたため、これまでの出控え広報だけではなく、往来の抑制

を目的として、当社グループにおいては、１月２３日から２６日まで来客窓口や打ち合わせ等の一部

業務を休止しました。 

 

 

 

（５）次冬期に向けての雪氷対策 

現地状況把握のためのＷＥＢカメラ増設・行動変容につながる効果的な情報発信などの雪氷対策

を継続するとともに、以下に示す新たな対策にも取り組んでまいります。 

 

① 重大事故回避のための実勢速度低減策の強化 

② 初冬期（１２月）における注意喚起広報の強化 

 

 
 

 

ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１～２０２５年までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢献し、新たな

未来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「新潟県内の高速道路に関する令和４年度冬期の降雪状況等について」については、安

全な道路空間の提供などにつながる事業活動としてＳＤＧｓ目標の３番、９番、１１番、１３番に貢献

するものと考えています。 

          

 

５機関による緊急共同会見 

 

来客窓口休止状況 
 

 


